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平成３０年 第4回定例会の予定

【請願書・陳情書の
提出について】
第４回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、１１月２２日(
木)の午後５時 (予
定 ) で す 。 詳しく
は、議会事務局まで
お問い合わせくださ
い。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

１２月　４日（火）

１２月１２日（水）

１２月１３日（木）

１２月１４日（金）

１２月１７日（月）

１２月１８日（火）

１２月１９日（水）

１２月２０日（木）

１２月２６日（水）

≪皆さんの声をお聞かせください≫

　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

　今回の議会だよりは、市議会ってどんなところ？という特集ページを掲載いたし
ました。我々第４期市議会議員の任期もまだ半年が過ぎたところですが、市民の皆
様に市議会について知っていただくと共に、我々自身も市議会議員として何をすべ
きかを考えながら記事を作成いたしました。これからも開かれた市議会の推進を知
っていただく努力を重ねてまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。
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採決
出席議員の多数決によって賛成・反対を決

めます。

討論
議案について賛成・反対の意見を述べる。

委員長報告への質疑
報告を受け議員が質問する。

一般質問
市長に事務の内容や将来に対する考え方な

どの説明を求める。

委員長報告
委員会での審査結果を本会議で報告する。

●会期の決定
議会が開かれる期間が決まります。

●議案の提出
市長または議員から議案が提出されます。

●提案者の議案説明
●議案に対する質疑

議案の疑問点を質問します。

●議案の委員会付託
詳しく審査するため委員会に審査を付託します。

●提出者から議案の説明

●質疑  ●討論  ●採決

●委員会報告書の提出

議会では何をするの？

第３回定例会の結果・・・・・・・・・・Ｐ４　　一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８
委員会における審査報告・・・・・・・Ｐ１４　　議会運営委員会視察報告・・・・・・・・Ｐ１９
第４回定例会の予定、編集後記・・・・Ｐ２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

本会議で行う

常任委員会で行う

市長による議会の招集

開　会 閉　会

　市民一人一人の意見や要望を
行政に反映させ、市民生活をよ
り良いものにすることが、地方
自治の基本です。　　　　　　
　市議会は、市民から選挙で選
ばれた人たち（議員）が集まっ
て、様々なことを決めていくと
ころです。　　　　　　　　　

市長 行政機関市議会 市民の代表の
話し合いの場

関係機関
国や県などの
関係機関に
要望や意見書
を出す

市民の
意見を聞く

（情報収集・説明責任）

市民の代表を選ぶ
意見を伝える

（選挙・請願・陳情・傍聴・参画）

選挙で選ぶ
まちづくりに参加する
（選挙・協働・参画・
パブリックコメント）

市民のためになる
仕事をする

（情報発信・説明責任）

市の仕事やお金の使い方を
相談する、決める
（施策・予算等の提案）

行政のチェック
（監視・評価・提言・議決）

市議会って
どんな
ところ？

市民 主権者
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平成２９年度北名古屋市一般会計決算の認定について
 
平成２９年度北名古屋市土地取得特別会計決算の認定について
平成２９年度北名古屋市国民健康保険特別会計決算の認定について
 
平成２９年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
平成２９年度北名古屋市介護保険特別会計決算の認定について
 
平成２９年度北名古屋市公共下水道事業特別会計決算の認定について
平成２９年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計
決算の認定について 

平成３０年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について

平成３０年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
平成３０年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 
平成３０年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 
平成３０年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）について 
平成３０年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 
北名古屋市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部
改正について

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める意見書の提出について

平成３０年　第3回定例会の結果　
会期３０日間　８月２９日～９月２７日

今回の議案
決算の認定・・・・・・・７件　　　　補正予算・・・・・・・・・６件
条例の改正・・・・・・・１件　　　　意見書（議員提案）・・・・１件

議案番号 議　案　名　 議決結果

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップします。
なお、議案質疑等は

委員会のページ（P14～P18）に
掲載しております。

議案第 52号

議案第 53号
議案第 54号

議案第 55号
議案第 56号
 
議案第 57号 
議案第 58号

 

議案第 59号
 
議案第 60号
議案第 61号
議案第 62号
議案第 63号

議案第 64号
議案第 65号

議案第 66号 全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
認　定

全員賛成
認　定

賛成多数
認　定

全員賛成
認　定

賛成多数
原案可決

平成２９年度の決算が報告されました 認定決  算
（一般会計）

議員による質疑等は予算決算常任委員会のページ（P14.P15）をご覧ください。

市民税・固定資産税など

国からの補助金など

市が借りるお金

県からの補助金など

地方消費税の一部で市に交付されるお金

国税から配分される交付金

延滞金や預金利子、使用料など

市税

国庫支出金

市債

県支出金

地方消費税交付金

地方交付税

その他（諸収入他）

お年寄りや障害のある方への援助、生活保護、保育園の運営など

小中学校、図書館の運営など

ごみ・し尿処理や各種健診など

市役所の管理、選挙事務など

市が借りたお金の支払いなど

消防・災害対策など

議会関係・農林水産関係・予備費など

土木費

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

その他（商工費他）

消防費

繰越金
３．１％

地方消費税交付金
５．３％

県支出金
５．７％

市債
１１．９％

その他（諸収入他）
１0．8％

地方交付税4．7％

国庫支出金
１１．５％

市税
４７．０％

総額２８３億３，５９７万円
前年度比較８，２０８万円減一般会計（歳入）

その他
（商工費他）
３．３％

消防費
３．４％公債費

６．４％

土木費
９．０％

総務費
１１．４％

衛生費
１０．５％

教育費
１２．７％

民生費
４３．３％

総額２７６億９，１４３万円
前年度比較１億６，０９１万円増一般会計（歳出）

道路整備、都市計画など
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平成30年度一般会計補正予算及び
特別会計補正予算について

予 算

北名古屋市地区計画の区域内に
おける建築物の制限に関する
条例の一部改正について

条  例 可決

可決

※本議会だよりでは１万円以下の端数切り捨てで記載しています。

 　沖村西部地区整備計画区域を定め、当該区域内における建築物の制限を定めるため、条例の改正
を行った。

　都市計画の用途地域が工業地域となる沖村西部
地区において、企業の良好な操業環境の維持・形
成や周辺住環境への配慮等のために、地区を５地
区（A～E地区）に分割し、各地区の特性に適した
土地利用への規制・誘導を行います。

　地区計画を定めることによって、
きめ細かい土地利用制限を行いま
す。

　主として工業の利便を増進する地域であり、ど
んな工場でも建てられます。
　また、住居や店舗も建てられますが、学校、病
院、ホテルなどは建てられません。

　一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入４５３億５，５１３万円、歳出４３９億３，７７４万円、
歳入歳出差引額１４億１，７３９万円で、翌年度へ繰り越すべき財源３，０７８万円を差し引いた実質
収支額は、１３億８，６６１万円となり、そのほとんどは基金に積み立てました。

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出

土地取得 ６，８１４万円　　 ６，８１４万円　　

国民健康保険 ９１億５，３０８万円　　 ８７億４，１１５万円　　

後期高齢者医療 １０億6，３７３万円　　 １０億５，８１７万円　　

介護保険 ４６億６０８万円　　 ４４億９２３万円　　

公共下水道事業 ２０億６，６１０万円　　 １９億８１６万円　　

北名古屋沖村西部土地区画整理事業 ６，１９９万円　　 ６，１４２万円　　

会　計　名 補　正　額 補正予算の主な内容 予　算　現　額

一　般　会　計 ２億６，８２２万円増　
住民票等のコンビニ交付
サービスのシステム
構築や東図書館整備等

２８６億１，７３３万円

国民健康保険
特別会計 ３億９，２１１万円増

前年度決算に伴う
繰越金等

前年度決算に伴う
繰越金等

前年度決算に伴う
繰越金等

７９億８，７１１万円

後期高齢者医療
特別会計

５６万円増 １０億７，６５６万円

介護保険特別会計 １億７，５４１万円増 ４７億３４１万円

北名古屋沖村西部
土地区画整理事業
特別会計

５７万円増
前年度決算に伴う
繰越金 ８億２，２５７万円

公共下水道事業
特別会計 １億４，７８４万円増 前年度決算に伴う

繰越金 ３２億３８４万円

地　　区 用途制限の基本的な考え方

工業系

Ａ地区 特に工業の利便を増進するため、住宅等の混在を制限する。

Ｂ地区 幹線道路沿道の土地利用に配慮して、Ａ地区に比べ一定の遊戯施設を許容する。

Ｃ地区
隣接の住居系用途や小中学校に配慮して、危険性や環境を悪化させるおそれが
やや多い工場の立地を制限する。

住居系
Ｄ地区 隣接する住宅系用途との調和が図れるよう、住宅の立地は制限せず、危険性や

環境を悪化させるおそれが非常に少ない工場の立地に限定する。

Ｅ地区 幹線道路沿道の土地利用に配慮して、Ｄ地区に比べ一定の遊戯施設を許容する。

平成２９年度の決算が報告されました 認定決  算
（特別会計）

地区計画の方針

工業地域とは
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平成30年度一般会計補正予算及び
特別会計補正予算について

予 算

北名古屋市地区計画の区域内に
おける建築物の制限に関する
条例の一部改正について

条  例 可決

可決

※本議会だよりでは１万円以下の端数切り捨てで記載しています。

 　沖村西部地区整備計画区域を定め、当該区域内における建築物の制限を定めるため、条例の改正
を行った。

　都市計画の用途地域が工業地域となる沖村西部
地区において、企業の良好な操業環境の維持・形
成や周辺住環境への配慮等のために、地区を５地
区（A～E地区）に分割し、各地区の特性に適した
土地利用への規制・誘導を行います。

　地区計画を定めることによって、
きめ細かい土地利用制限を行いま
す。

　主として工業の利便を増進する地域であり、ど
んな工場でも建てられます。
　また、住居や店舗も建てられますが、学校、病
院、ホテルなどは建てられません。

　一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入４５３億５，５１３万円、歳出４３９億３，７７４万円、
歳入歳出差引額１４億１，７３９万円で、翌年度へ繰り越すべき財源３，０７８万円を差し引いた実質
収支額は、１３億８，６６１万円となり、そのほとんどは基金に積み立てました。

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出

土地取得 ６，８１４万円　　 ６，８１４万円　　

国民健康保険 ９１億５，３０８万円　　 ８７億４，１１５万円　　

後期高齢者医療 １０億6，３７３万円　　 １０億５，８１７万円　　

介護保険 ４６億６０８万円　　 ４４億９２３万円　　

公共下水道事業 ２０億６，６１０万円　　 １９億８１６万円　　

北名古屋沖村西部土地区画整理事業 ６，１９９万円　　 ６，１４２万円　　

会　計　名 補　正　額 補正予算の主な内容 予　算　現　額

一　般　会　計 ２億６，８２２万円増　
住民票等のコンビニ交付
サービスのシステム
構築や東図書館整備等

２８６億１，７３３万円

国民健康保険
特別会計 ３億９，２１１万円増

前年度決算に伴う
繰越金等

前年度決算に伴う
繰越金等

前年度決算に伴う
繰越金等

７９億８，７１１万円

後期高齢者医療
特別会計

５６万円増 １０億７，６５６万円

介護保険特別会計 １億７，５４１万円増 ４７億３４１万円

北名古屋沖村西部
土地区画整理事業
特別会計

５７万円増
前年度決算に伴う
繰越金 ８億２，２５７万円

公共下水道事業
特別会計 １億４，７８４万円増 前年度決算に伴う

繰越金 ３２億３８４万円

地　　区 用途制限の基本的な考え方

工業系

Ａ地区 特に工業の利便を増進するため、住宅等の混在を制限する。

Ｂ地区 幹線道路沿道の土地利用に配慮して、Ａ地区に比べ一定の遊戯施設を許容する。

Ｃ地区
隣接の住居系用途や小中学校に配慮して、危険性や環境を悪化させるおそれが
やや多い工場の立地を制限する。

住居系
Ｄ地区 隣接する住宅系用途との調和が図れるよう、住宅の立地は制限せず、危険性や

環境を悪化させるおそれが非常に少ない工場の立地に限定する。

Ｅ地区 幹線道路沿道の土地利用に配慮して、Ｄ地区に比べ一定の遊戯施設を許容する。

平成２９年度の決算が報告されました 認定決  算
（特別会計）

地区計画の方針

工業地域とは
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質
問
議
員

　11
名

個
人
質
問

個
人
質
問

栗島小学校

消防署 愛知県が発行しているパンフレット

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
倒
壊
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
女
子
児
童
が
犠
牲
に
な
っ

た
痛
ま
し
い
報
道
を
受
け
、
本
市
に
お
い

て
も
安
全
点
検
が
実
施
さ
れ
た
。
通
学
路

等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
安
全
対
策
は
急
務

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
震
災
大
国
と
も
よ
べ
る
我
が
国
に
あ
っ

て
こ
の
地
域
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
い

つ
お
き
て
も
不
思
議
で
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
備
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

改
修
や
生
け
垣
等
へ
の
建
て
替
え
に
対
す

る
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　　
本
市
で
は
地
震
直
後
に
、
公
共
施
設
計

１
２
１
か
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
目
視
点
検
を
実
施
し
た
が
、
い
ず
れ

も
建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
公
共
施
設
以
外
で
は
、
通
学

路
に
面
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
を
愛
知
県
と
と
も
に

行
い
、
所
有
者
へ
の
注
意
喚
起
及
び
改
善

の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
質
問
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

お
け
る
、
改
修
や
建
て
替
え
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
等
促
進
事
業
の
中
で
対
応
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

性
の
確
保
を
始
め
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

・
教
員
の
研
修
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修・建
て
替
え
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て

神
田

　薫（
市
政
ク
ラ
ブ
）

施
設
管
理
課
長

防
災
環
境
部
長

家
庭
支
援
課
長

建
設
部
次
長

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
小

学
校
ご
と
の
地
域
の
拠
点
と
な
る
都
市
公
園

の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
市
税
の

納
付
に
つ
い
て

 

本
市
に
は
、
児
童
遊
園
が
92
箇
所
、
都
市

公
園
が
16
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
栗
島
小

学
校
区
に
は
児
童
遊
園
が
11
箇
所
、
運
動
広

場
が
1
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
都
市
公
園

は
な
い
。
ま
た
、
平
成
２１
年
に
策
定
さ
れ
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
公
園
の
構

想
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
第
２
次
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
で
は
栗
島
小
学
校

区
な
ど
一
部
の
公
園
の
計
画
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
鉄
道
沿
線
を
中
心
と
し
た
道
路

整
備
や
都
市
機
能
の
集
積
は
理
解
で
き
る

が
、
防
災
機
能
向
上
の
た
め
に
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
に
つ
な
が
る
各
小
学
校
区

へ
の
都
市
公
園
の
設
置
も
重
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
栗
島
小
学
校
区
へ
の
雨
水
貯
留
や

雨
水
浸
透
機
能
を
持
た
せ
た
都
市
公
園
設
置

に
つ
い
て
の
当
局
の
見
解
は
。

　　
都
市
公
園
は
、
昨
年
度
に
策
定
済
の
第
２

次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
現
在
策
定
中
の

第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
も
、
小
学
校
区
ご
と
に
整
備
を
し
て
い
く

方
針
と
し
て
い
る
が
、
第
２
次
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
に
は
位
置
的
な
も
の

は
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在
、
第
２

次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
わ

せ
、
公
園
や
緑
地
な
ど
の
整
備
や
保
全
な
ど

に
関
す
る
基
本
計
画
と
な
る
、
緑
の
基
本
計

栗
島
小
学
校
区
へ
の
都
市
公
園
設
置
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

と
事
業
内
容
を
明
瞭
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
以
外

に
も
広
報
や
啓
発
用
ち
ら
し
等
に
よ
り
本
人

や
家
族
が
相
談
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
周
知

し
て
い
る
。
今
後
は
、
周
知
ポ
ス
タ
ー
の
ス

ー
パ
ー
等
へ
の
掲
示
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

・
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

（
☟
用
語
説
明 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
　
積

極
的
に
対
象
者
の
所
へ
出
向
き
働
き
か
け
る

こ
と
）

　
厚
生
労
働
省
は
、
「
訪
問
型
就
労
準
備
支

援
事
業
」
を
開
始
し
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
強
化
を
進
め
て
い
る
。
本
市
で
は
、
子

ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
と
し
て
北
名
古
屋

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

①
　
ひ
き
こ
も
り
訪
問
支
援
の
取
り
組
み

や
、
そ
の
成
果
は
。

②
　
地
域
に
お
け
る
訪
問
型
就
労
準
備
支
援

事
業
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
で
の
機

関
連
携
は
。

③
　
「
北
名
古
屋
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
」
の
Ｐ
Ｒ
、
内
容
周
知
の
幅
の
努
力
は
。

①
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
相
談
員
、
臨
床
心

理
士
を
配
置
し
、
個
別
相
談
支
援
及
び
訪
問

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
専
門
性
が
高
い
時
に

は
、
委
託
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
士
や
社
会

福
祉
士
を
派
遣
し
、
本
人
の
自
立
や
家
族
の

支
援
を
長
期
的
に
行
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。
成
果
と
し
て
、
一
般
就
労
や
就
労
体

験
、
適
切
な
関
係
機
関
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
が
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

②
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
支
援
を
行

う
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
等
に
よ

り
状
況
等
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
毎
年
全
戸
配
布
し
、
相
談
窓
口
の
存
在

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

る
。

③
　
広
域
事
務
組
合
の
み
な
ら
ず
、
消
防

団
、
自
主
防
災
会
等
と
相
互
の
協
力
体
制
づ

く
り
が
重
要
。

④
　
日
頃
の
連
携
と
情
報
共
有
は
欠
か
せ
な

い
。
具
体
的
に
は
、
災
害
対
策
本
部
設
置
時

に
お
け
る
消
防
職
員
の
派
遣
や
相
互
の
人
事

交
流
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
本
市
を
管
轄
す
る
常
備
消
防
は
、
清
須

市
、
豊
山
町
と
共
に
西
春
日
井
広
域
事
務
組

合
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
組
織
の
管
理

者
も
２
市
１
町
の
首
長
か
ら
互
選
で
選
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
常
備
消

防
を
直
接
市
長
が
指
示
命
令
で
き
る
支
配
下

に
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
災
害
に
備

え
市
と
広
域
事
務
組
合
と
の
連
携
・
連
絡
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

①
　
水
害
や
大
規
模
災
害
に
備
え
る
に
あ
た

り
、
市
と
広
域
事
務
組
合
と
の
役
割
は
。

②
　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
、
現
在
の
連
携

状
況
と
連
携
の
必
要
性
は
。

③
　
今
後
の
防
災
行
政
の
在
り
方
は
。

④
　
市
と
広
域
事
務
組
合
の
力
を
最
大
限
発

揮
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
連
携
体
制
が
必
要

か
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
考
え
は
。

①
　
市
は
防
災
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ

れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
そ
の
計
画

に
お
い
て
、
広
域
事
務
組
合
は
、
人
命
救

助
、
消
防
活
動
等
と
明
記
し
、
役
割
を
明
確

に
し
て
い
る
。

②
　
災
害
予
防
と
し
て
訓
練
等
で
人
命
救
助

や
消
防
啓
発
等
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

密
接
な
連
携
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
情
報
の
共
有
を
行
い
、
災
害
に
対
し

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め

災
害
時
に
お
け
る
市
と
消
防
と
の

連
携
に
つ
い
て

熊
澤

　真
澄（
市
政
ク
ラ
ブ
）
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質
問
議
員

　11
名

個
人
質
問

個
人
質
問

栗島小学校

消防署 愛知県が発行しているパンフレット

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
先
の
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
倒
壊
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
女
子
児
童
が
犠
牲
に
な
っ

た
痛
ま
し
い
報
道
を
受
け
、
本
市
に
お
い

て
も
安
全
点
検
が
実
施
さ
れ
た
。
通
学
路

等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
安
全
対
策
は
急
務

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
震
災
大
国
と
も
よ
べ
る
我
が
国
に
あ
っ

て
こ
の
地
域
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
い

つ
お
き
て
も
不
思
議
で
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
備
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

改
修
や
生
け
垣
等
へ
の
建
て
替
え
に
対
す

る
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　　
本
市
で
は
地
震
直
後
に
、
公
共
施
設
計

１
２
１
か
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
目
視
点
検
を
実
施
し
た
が
、
い
ず
れ

も
建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
公
共
施
設
以
外
で
は
、
通
学

路
に
面
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
を
愛
知
県
と
と
も
に

行
い
、
所
有
者
へ
の
注
意
喚
起
及
び
改
善

の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
質
問
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

お
け
る
、
改
修
や
建
て
替
え
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
等
促
進
事
業
の
中
で
対
応
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

性
の
確
保
を
始
め
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

・
教
員
の
研
修
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修・建
て
替
え
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て

神
田

　薫（
市
政
ク
ラ
ブ
）

施
設
管
理
課
長

防
災
環
境
部
長

家
庭
支
援
課
長

建
設
部
次
長

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
小

学
校
ご
と
の
地
域
の
拠
点
と
な
る
都
市
公
園

の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
市
税
の

納
付
に
つ
い
て

 

本
市
に
は
、
児
童
遊
園
が
92
箇
所
、
都
市

公
園
が
16
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
栗
島
小

学
校
区
に
は
児
童
遊
園
が
11
箇
所
、
運
動
広

場
が
1
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
都
市
公
園

は
な
い
。
ま
た
、
平
成
２１
年
に
策
定
さ
れ
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
公
園
の
構

想
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
第
２
次
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
で
は
栗
島
小
学
校

区
な
ど
一
部
の
公
園
の
計
画
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
鉄
道
沿
線
を
中
心
と
し
た
道
路

整
備
や
都
市
機
能
の
集
積
は
理
解
で
き
る

が
、
防
災
機
能
向
上
の
た
め
に
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
に
つ
な
が
る
各
小
学
校
区

へ
の
都
市
公
園
の
設
置
も
重
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
栗
島
小
学
校
区
へ
の
雨
水
貯
留
や

雨
水
浸
透
機
能
を
持
た
せ
た
都
市
公
園
設
置

に
つ
い
て
の
当
局
の
見
解
は
。

　　
都
市
公
園
は
、
昨
年
度
に
策
定
済
の
第
２

次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
現
在
策
定
中
の

第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
も
、
小
学
校
区
ご
と
に
整
備
を
し
て
い
く

方
針
と
し
て
い
る
が
、
第
２
次
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
に
は
位
置
的
な
も
の

は
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
現
在
、
第
２

次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
わ

せ
、
公
園
や
緑
地
な
ど
の
整
備
や
保
全
な
ど

に
関
す
る
基
本
計
画
と
な
る
、
緑
の
基
本
計

栗
島
小
学
校
区
へ
の
都
市
公
園
設
置
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

と
事
業
内
容
を
明
瞭
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
以
外

に
も
広
報
や
啓
発
用
ち
ら
し
等
に
よ
り
本
人

や
家
族
が
相
談
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
周
知

し
て
い
る
。
今
後
は
、
周
知
ポ
ス
タ
ー
の
ス

ー
パ
ー
等
へ
の
掲
示
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

・
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

（
☟
用
語
説
明 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
　
積

極
的
に
対
象
者
の
所
へ
出
向
き
働
き
か
け
る

こ
と
）

　
厚
生
労
働
省
は
、
「
訪
問
型
就
労
準
備
支

援
事
業
」
を
開
始
し
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
強
化
を
進
め
て
い
る
。
本
市
で
は
、
子

ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
と
し
て
北
名
古
屋

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

①
　
ひ
き
こ
も
り
訪
問
支
援
の
取
り
組
み

や
、
そ
の
成
果
は
。

②
　
地
域
に
お
け
る
訪
問
型
就
労
準
備
支
援

事
業
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
で
の
機

関
連
携
は
。

③
　
「
北
名
古
屋
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
」
の
Ｐ
Ｒ
、
内
容
周
知
の
幅
の
努
力
は
。

①
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
相
談
員
、
臨
床
心

理
士
を
配
置
し
、
個
別
相
談
支
援
及
び
訪
問

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
専
門
性
が
高
い
時
に

は
、
委
託
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
士
や
社
会

福
祉
士
を
派
遣
し
、
本
人
の
自
立
や
家
族
の

支
援
を
長
期
的
に
行
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。
成
果
と
し
て
、
一
般
就
労
や
就
労
体

験
、
適
切
な
関
係
機
関
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
が
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

②
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
支
援
を
行

う
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
等
に
よ

り
状
況
等
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
毎
年
全
戸
配
布
し
、
相
談
窓
口
の
存
在

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

る
。

③
　
広
域
事
務
組
合
の
み
な
ら
ず
、
消
防

団
、
自
主
防
災
会
等
と
相
互
の
協
力
体
制
づ

く
り
が
重
要
。

④
　
日
頃
の
連
携
と
情
報
共
有
は
欠
か
せ
な

い
。
具
体
的
に
は
、
災
害
対
策
本
部
設
置
時

に
お
け
る
消
防
職
員
の
派
遣
や
相
互
の
人
事

交
流
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
本
市
を
管
轄
す
る
常
備
消
防
は
、
清
須

市
、
豊
山
町
と
共
に
西
春
日
井
広
域
事
務
組

合
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
組
織
の
管
理

者
も
２
市
１
町
の
首
長
か
ら
互
選
で
選
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
常
備
消

防
を
直
接
市
長
が
指
示
命
令
で
き
る
支
配
下

に
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
災
害
に
備

え
市
と
広
域
事
務
組
合
と
の
連
携
・
連
絡
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

①
　
水
害
や
大
規
模
災
害
に
備
え
る
に
あ
た

り
、
市
と
広
域
事
務
組
合
と
の
役
割
は
。

②
　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
、
現
在
の
連
携

状
況
と
連
携
の
必
要
性
は
。

③
　
今
後
の
防
災
行
政
の
在
り
方
は
。

④
　
市
と
広
域
事
務
組
合
の
力
を
最
大
限
発

揮
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
連
携
体
制
が
必
要

か
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
考
え
は
。

①
　
市
は
防
災
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ

れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
そ
の
計
画

に
お
い
て
、
広
域
事
務
組
合
は
、
人
命
救

助
、
消
防
活
動
等
と
明
記
し
、
役
割
を
明
確

に
し
て
い
る
。

②
　
災
害
予
防
と
し
て
訓
練
等
で
人
命
救
助

や
消
防
啓
発
等
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

密
接
な
連
携
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
情
報
の
共
有
を
行
い
、
災
害
に
対
し

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め

災
害
時
に
お
け
る
市
と
消
防
と
の

連
携
に
つ
い
て

熊
澤

　真
澄（
市
政
ク
ラ
ブ
）
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あ
っ
た
際
は
、
家
計
管
理
へ
の
助
言
や
指

導
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉
協
議

会
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
利
用
紹
介
を
し

て
い
く
。

・
空
家
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
の
夏
は
災
害
級
の
猛
暑
日
が
続
き
熱

中
症
で
搬
送
さ
れ
た
人
は
全
国
で
8
万
人
を

超
え
た
。
厚
生
労
働
省
は
４
月
以
降
に
生
活

保
護
を
申
請
し
た
方
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
購

入
費
の
支
給
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以

前
に
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
不
十
分
と
考
え

る
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
電
気
代

が
か
さ
む
の
を
恐
れ
、
危
険
な
部
屋
で
冷
房

使
用
を
控
え
て
い
た
方
も
お
り
、
人
間
と
し

て
の
最
低
限
度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。

①
　
自
治
体
は
生
活
状
態
を
把
握
し
命
を
守

る
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

②
　
市
独
自
で
エ
ア
コ
ン
設
置
や
電
気
代
な

ど
の
補
助
費
等
の
考
え
は
。

①
　
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
、
担
当
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
生
活
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。

②
　
本
年
４
月
以
前
か
ら
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お

り
毎
月
の
保
護
費
の
中
で
冷
房
器
具
等
の

購
入
費
用
を
賄
っ
て
い
た
だ
く
。
本
市
は

厚
生
労
働
省
の
取
扱
い
を
遵
守
し
、
市
独

自
の
補
助
費
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
か
ら
相
談
が

生
活
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
へ
の

エ
ア
コ
ン
補
助
費
等

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

要
請
等
が
あ
れ
ば
、
経
費
の
一
部
助
成
等
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

・
き
た
バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

・
総
合
的
移
送
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
７５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
も
増
え
て
い

る
。
国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
高
齢

者
等
の
交
通
弱
者
に
対
し
て
は
、
午
前
中
の

移
動
手
段
の
充
実
が
効
果
的
と
仮
定
で
き

る
。
市
内
の
病
院
４０
箇
所
に
つ
い
て
調
べ
た

が
、
開
院
時
間
ま
で
に
最
寄
り
の
バ
ス
停
に

バ
ス
が
止
ま
ら
な
い
。
受
診
を
終
え
て
も
時

間
帯
に
よ
っ
て
自
宅
近
く
に
戻
れ
な
い
等
の

課
題
を
確
認
で
き
た
。
き
た
バ
ス
は
午
前
１０

時
頃
ま
で
通
勤
・
通
学
者
の
利
用
を
、
午
前

１０
時
頃
か
ら
午
後
５
時
ま
で
市
内
全
体
へ
の

移
動
を
考
慮
し
た
循
環
路
線
を
運
行
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
西
名
古
屋
医

師
会
で
は
医
療
機
関
循
環
バ
ス
を
計
画
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
本
来
行
政
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
『
お
出
か
け
で
き
る
足
』
を
民
間

が
先
行
し
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政
と

し
て
ど
う
捉
え
る
か
。
ま
た
、
具
体
的
な
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

　
具
体
的
な
運
行
内
容
は
ま
だ
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
西
名
古
屋
医
師
会
が
医
療
機

関
を
循
環
す
る
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
交

通
手
段
の
な
い
市
民
が
医
療
機
関
を
利
用
す

る
際
の
『
お
出
か
け
で
き
る
足
』
と
な
る
こ

と
に
賛
同
す
る
。
ま
た
、
市
に
対
し
て
支
援

市
民
健
康
部
次
長

生
活
保
護
室
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

医
療
機
関
循
環
バ
ス
に
つ
い
て清水

　晃
治（
市
政
ク
ラ
ブ
）

け
、
さ
ら
に
３
区
域
内
商
工
会
や
金
融
機
関

と
包
括
支
援
の
協
定
を
締
結
し
、
官
民
一
体

で
起
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
よ
り
起
業
者
の

支
援
と
な
る
よ
う
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
西
春
駅
前
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
は
人
の
に
ぎ
わ
い
が
あ
る

が
、
日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
常
に
人
が
集
う
魅
力
あ
る
継
続
的

な
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に

は
、
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
市
民
・

学
生
・
地
元
商
店
街
・
商
工
会
と
の
協
働
に

よ
る
活
発
化
が
必
要
と
考
え
る
。

①
　
駅
周
辺
の
住
民
と
商
工
業
事
業
者
が
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
る

考
え
は
。

②
　
本
市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
起
業

支
援
が
必
要
で
は
。

①
　
商
工
会
青
年
部
・
西
春
駅
前
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、
市
民

や
商
店
主
も
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、

西
春
駅
前
市
民
協
働
カ
フ
ェ
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
等
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
り
始
め
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
活
動
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
。
活
動
グ
ル
ー
プ
か
ら
話
し

合
う
場
の
支
援
を
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
　
本
市
は
産
業
構
造
の
特
色
が
少
な
い
た

め
起
業
の
推
進
は
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、

本
市
が
中
心
と
な
り
旧
西
春
日
井
郡
2
市

1
町
は
国
の
創
業
支
援
計
画
の
認
定
を
受

西
春
駅
前
に
新
し
い
人
の
流
れ
、

に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

浅
利

　公
惠（
市
政
ク
ラ
ブ
）

を
見
極
め
な
が
ら
、
計
画
的
な
備
蓄
に
努
め

る
。

　
体
育
館
等
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
、
所
管

課
と
協
議
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

　・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
」
継
続
実
施
を

・
わ
か
り
や
す
い
避
難
所
表
示
看
板
に
つ
い

て

　
避
難
所
の
環
境
整
備
に
お
け
る
、
国
際
的

な
基
準
と
し
て
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
が
提
唱

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
１
人
あ
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
は
最
低
3
.
5
㎡
で
覆
い
を
設

け
る
、
ト
イ
レ
の
数
は
２０
人
に
１
つ
等
で
あ

る
。
我
慢
が
当
た
り
前
で
は
な
い
、
人
権
保

障
の
視
点
に
立
っ
た
避
難
環
境
の
整
備
が
重

要
で
は
な
い
か
。
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
視
点
か

ら
み
た
、
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
る
か
。

　
ま
た
、
災
害
用
備
品
の
技
術
は
進
化
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
活
用
が
避
難
所
で
の
人
間

ら
し
い
生
活
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
災
害
用
備
品
や
資
材
の
備
蓄

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
体
育
館
そ
の
も
の
が
防
災
機

能
を
備
え
る
よ
う
な
、
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
本
市
の
避
難
所
の
受
け
入
れ
可
能
人
数

は
、
約
9
0
0
0
人
で
、
こ
れ
は
1
人
当
た

り
の
専
有
面
積
を
3
㎡
と
算
出
し
て
い
る
。

質
問
の
基
準
よ
り
0
.
5
㎡
不
足
し
て
い
る

た
め
、
今
後
算
出
基
準
の
見
直
し
を
行

う
。
ま
た
、
間
仕
切
り
に
つ
い
て
、
現
在
段

ボ
ー
ル
板
を
使
用
し
て
い
る
が
、
他
の
手
段

に
切
り
替
え
る
な
ど
の
検
討
を
す
る
。

　
防
災
資
機
材
は
、
必
要
性
、
優
先
順
位
等

防
災
環
境
部
次
長

建
設
部
副
参
事

そ
の
他
の
質
問

尊
厳
が
守
ら
れ
る
、人
に
や
さ
し
い

避
難
所
づ
く
り
に
つ
い
て　　
　渡
邉

　麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）
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あ
っ
た
際
は
、
家
計
管
理
へ
の
助
言
や
指

導
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉
協
議

会
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
利
用
紹
介
を
し

て
い
く
。

・
空
家
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
の
夏
は
災
害
級
の
猛
暑
日
が
続
き
熱

中
症
で
搬
送
さ
れ
た
人
は
全
国
で
8
万
人
を

超
え
た
。
厚
生
労
働
省
は
４
月
以
降
に
生
活

保
護
を
申
請
し
た
方
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
購

入
費
の
支
給
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以

前
に
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
不
十
分
と
考
え

る
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
電
気
代

が
か
さ
む
の
を
恐
れ
、
危
険
な
部
屋
で
冷
房

使
用
を
控
え
て
い
た
方
も
お
り
、
人
間
と
し

て
の
最
低
限
度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。

①
　
自
治
体
は
生
活
状
態
を
把
握
し
命
を
守

る
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

②
　
市
独
自
で
エ
ア
コ
ン
設
置
や
電
気
代
な

ど
の
補
助
費
等
の
考
え
は
。

①
　
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
、
担
当
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
生
活
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。

②
　
本
年
４
月
以
前
か
ら
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お

り
毎
月
の
保
護
費
の
中
で
冷
房
器
具
等
の

購
入
費
用
を
賄
っ
て
い
た
だ
く
。
本
市
は

厚
生
労
働
省
の
取
扱
い
を
遵
守
し
、
市
独

自
の
補
助
費
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
か
ら
相
談
が

生
活
困
窮
・
生
活
保
護
世
帯
へ
の

エ
ア
コ
ン
補
助
費
等

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

要
請
等
が
あ
れ
ば
、
経
費
の
一
部
助
成
等
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

・
き
た
バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

・
総
合
的
移
送
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
７５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
も
増
え
て
い

る
。
国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
高
齢

者
等
の
交
通
弱
者
に
対
し
て
は
、
午
前
中
の

移
動
手
段
の
充
実
が
効
果
的
と
仮
定
で
き

る
。
市
内
の
病
院
４０
箇
所
に
つ
い
て
調
べ
た

が
、
開
院
時
間
ま
で
に
最
寄
り
の
バ
ス
停
に

バ
ス
が
止
ま
ら
な
い
。
受
診
を
終
え
て
も
時

間
帯
に
よ
っ
て
自
宅
近
く
に
戻
れ
な
い
等
の

課
題
を
確
認
で
き
た
。
き
た
バ
ス
は
午
前
１０

時
頃
ま
で
通
勤
・
通
学
者
の
利
用
を
、
午
前

１０
時
頃
か
ら
午
後
５
時
ま
で
市
内
全
体
へ
の

移
動
を
考
慮
し
た
循
環
路
線
を
運
行
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
西
名
古
屋
医

師
会
で
は
医
療
機
関
循
環
バ
ス
を
計
画
し
て

い
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聞
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が
、
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進
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よ
う
と

し
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お
出
か
け
で
き
る
足
』
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し
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行
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こ
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に
つ
い
て
、
行
政
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し
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ど
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捉
え
る
か
。
ま
た
、
具
体
的
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支

援
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え
て
い
る
か
。
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に
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る
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、
今
後
算
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の
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を
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。
ま
た
、
間
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切
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現
在
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る
が
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に
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な
ど
の
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を
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る
。
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共
産
党
）

西春駅
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本
年
6
月
に
熊
之
庄
地
区
に
お
い
て
市

民
協
働
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
『
こ
ん
な

公
園
に
し
た
い
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
子
ど
も
達
や

保
護
者
の
方
々
か
ら
ボ
ー
ル
遊
び
に
ま
つ

わ
る
意
見
が
多
数
よ
せ
ら
れ
た
。

　
最
近
は
、
公
園
を
安
全
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
公
園
ご
と
に
ボ
ー
ル
遊

び
の
可
否
、
球
技
の
種
類
、
利
用
時
間
が

わ
か
る
公
園
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
公
園
利
用
者
や
周
辺

住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
理
解
を
促
進

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
こ
と
が
き

る
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
マ
ッ
プ

作
成
は
必
要
だ
と
思
う
が
見
解
は
。
ま

た
、
要
望
が
あ
っ
た
ボ
ー
ル
遊
び
を
全
て

取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

行
政
の
立
場
か
ら
で
き
る
こ
と
で
き
な

い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
ル

ー
ル
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。
　

　
現
在
、
本
市
の
公
園
や
児
童
遊
園
の
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
名
称
、
所
在

地
及
び
箇
所
図
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報

に
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
可
能
な
公
園
の
情

報
も
明
示
す
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、

ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

・
本
市
の
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
る
公
園
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て

・
市
民
と
市
民
を
つ
な
げ
る
公
園
の
在
り

方
に
つ
い
て

る
収
入
で
あ
る
。
ま
た
、
現
状
で
の
課
題

は
特
に
な
い
。

②
　
本
市
の
３
点
の
許
可
基
準
を
原
則
と

し
つ
つ
、
他
自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
公

益
性
の
高
い
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
分

野
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

③
　
非
常
勤
職
員
を
含
め
、
職
員
の
経
験

等
に
よ
り
段
階
的
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

市
職
員
の
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て上

野

　雅
美（
無
会
派
）

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

兄
弟
間
で
異
な
る
保
育
園
に
通
う

現
状
と
改
善
に
つ
い
て

梅
村

　真
史（
無
会
派
）

人
事
秘
書
課
長

施
設
管
理
課
長

②
　
待
機
児
童
が
問
題
視
さ
れ
る
昨
今
、
保

育
園
の
施
設
整
備
に
よ
り
１
歳
児
の
定
員

を
増
や
す
等
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し

て
き
た
。
女
性
が
働
く
上
で
、
預
け
た
い

子
ど
も
達
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
同
じ
条

件
の
就
労
の
場
合
は
、
兄
弟
加
算
に
よ
り

配
慮
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
０
歳
児
と
３
歳
児
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
保

育
園
に
通
わ
せ
て
い
る
が
、
３
人
目
を
授

か
り
出
産
が
近
い
こ
と
で
、
送
り
迎
え
が

大
変
に
な
っ
た
。
せ
め
て
同
じ
保
育
園
に

通
わ
せ
ら
れ
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
っ

た
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
考
え
れ

ば
、
同
じ
保
育
園
に
通
わ
せ
る
の
が
合
理

的
で
あ
る
が
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
乳
児
と
３
歳
児
以
降
で
は
保
育
士
の

配
置
基
準
が
違
う
た
め
、
そ
の
配
置
に
問

題
が
あ
る
。
保
育
士
不
足
の
中
、
人
材
の

確
保
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
保
育
園
の
質
の
向
上
は
要
望
が
高
い

問
題
と
確
信
し
て
い
る
。

①
　
兄
弟
間
で
異
な
る
通
園
の
現
状

を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。

②
　
具
体
的
な
改
善
方
法
は
。

①
　
保
育
利
用
の
申
請
時
に
兄
弟
の
入
園

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
８
月
２９
日
現

在
、
兄
弟
が
同
じ
園
に
入
園
し
て
い
る
世

帯
は
２
５
８
世
帯
。
違
う
園
に
入
園
し
て

い
る
世
帯
は
５２
世
帯
で
あ
る
。
な
お
、
入

園
に
は
保
育
利
用
調
整
基
準
表
を
も
と

に
、
公
平
に
点
数
化
し
て
決
定
し
て
お

り
、
兄
弟
の
状
況
に
よ
り
加
点
す
る
項
目

も
あ
る
。

福
祉
部
次
長

迎島公園

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第3回 定例会～

　平成３０年度の市議会モニターは５名の方が活躍しています。
ここでは、いただいたご意見を紹介します。

傍聴していても、
説明が早くて、
分かりにくい。

議員は
どんどん
質問して
ほしい。

議員の
一般質問の
内容がとても
良かった。

ご
意
見
箱

　
地
方
公
務
員
の
副
業
や
兼
業
は
、
各
自

治
体
に
よ
っ
て
規
定
が
異
な
る
。
他
の
自

治
体
で
は
、
報
酬
を
得
て
地
域
貢
献
活
動

を
認
め
る
制
度
や
許
可
基
準
を
定
め
る
等

し
て
い
る
。
職
員
が
今
ま
で
以
上
に
地
域

貢
献
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
の
課

題
を
吸
い
上
げ
、
施
策
へ
と
反
映
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
N
P
O
法
人
や
民

間
企
業
と
の
新
し
い
試
み
が
生
ま
れ
る

等
、
様
々
な
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

①
　
本
市
職
員
の
副
業
に
つ
い
て
の
規
定

と
課
題
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

申
請
人
数
は
。

②
　
わ
か
り
や
す
い
基
準
を
定
め
る

等
、
職
員
が
副
業
・
兼
業
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

③
　
活
動
を
広
め
て
い
く
に
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
が
大
切
。
そ
の
た
め

の
研
修
に
つ
い
て
。

①
　
本
市
で
は
職
員
の
職
務
遂
行
へ
の
支

障
の
有
無
と
い
っ
た
許
可
基
準
を
３
点
設

け
、
全
て
に
支
障
が
な
い
も
の
を
許
可
し

て
い
る
。
平
成
２９
年
度
に
許
可
を
受
け
た

職
員
は
１
３
８
人
お
り
、
う
ち
消
防
団
員

は
４３
人
で
、
他
は
農
業
や
不
動
産
等
に
よ
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歳入全般

総務費

民生費

土木費

委員会における 審査報告 ～議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

予算決算常任委員会
決算関係

議　員

子ども医療の拡充が平成２８年度の８月から行われた
が、平成２９年度の決算額は前年度よりも少ない。さら
なる拡充についての考えは。

平成２９年度の全額助成対象者が前年度よりも減少してい
た。今後については、さまざまな子育て支援策や財政バラン
スを意識して、持続可能な施策として研究していく。

市民健康部

議　員

市税の不納欠損の状況や主な要因は。

財務部

不納欠損額の約９割は、個人市民税と固定資産税である。個人
市民税については、外国人などが、帰国してしまい、徴収する
ことができない場合などがある。

天保橋(鍜治ケ一色)再築工事について、北名古屋市側は
完成しているように見受けられるが、岩倉市側は完成
していない。いつ開通するのか。

議　員
建設部

岩倉市の工事は９月に着手し、来年２月竣工予定と聞いている。

議　員

福祉部

育成医療費や、障害者地域生活支援事業の日常生活用具給付費な
ど今後の検討課題としていく。

育成療養費の人工内耳の助成について、１８歳未満が対
象で、手術費までとなっているが、術後のメンテナンス
や電池代などにもお金がかかるため、助成の拡大につい
ての考えは。

議　員

防災環境部

市内バス事業について、利用者数が前年比較でマイナ
ス1.02%となっているが。

大きな要因として、天候によるところが大きい。雨の日は、晴
天の日と比較すると１日当たり200～400人ほど多くなる。平
成２８年度よりも平成２９年度は晴れた日が７日ほど多かった
ため、約2,000人ほど利用者が減ったと考えられる。

衛生費

教育費

後期高齢者医療特別会計

補正予算関係
一般会計補正予算（第２号）

議　員

保険料を支払えない滞納者が増えている。滞納者に対す
る支払いの緩和や負担の軽減についての考えは。

滞納者全てが低所得者というわけではないが、短期保険証の
発行や納税を勧奨するなどで対応していく。

市民健康部

議　員

健康診査事業について、胃がん検診の検査方法として、内
視鏡検査を待ち望んでいる市民は多い。今後については。

市民健康部

内視鏡検診については、愛知県内で１７市が実施している。
市内の医療機関で実施可能か調査中であり、今後実施に向け
て検討していく。

マイナンバーカードを利用してのコンビニ交付システ
ム構築事業について、マイナンバーカードの交付率
は。また設備投資をするのか。

議　員
市民健康部

マイナンバーカードの交付率は、８月１日現在で８．１％であ
る。コンビニ等で住民票の写しや戸籍謄本等を取得できることは
市民の利便性の向上が大きいと考えるため、事業を進めていく。

議　員

教育部

パソコン教室では、基本的な操作や、情報モラルなどを教えてい
る。また各教室の授業では、デジタル教材などを使用して教科書
を見るだけでなく、音や動きを感じてもらう。プログラミング教
育は今後の必修化に向け教師も研究中である。

ＩＴ教育支援事業について、授業での活用方法や現場の
状況は。また今後プログラミング授業が必修となるが。

議　員

防災環境部

地球温暖化対策事業として、太陽光発電や家庭用エネ
ルギーシステムＨＥＭＳなどの設置補助を行っている
が、状況や今後については。

平成２９年度の申請は１５６件であり、前年度の１．４倍の申
請があった。例年９月頃に予算額に達し、市民の関心の高さが
伺える。補助基準は愛知県と連携しており、愛知県の動向をみ
て足並みをそろえていく。

15 14議会だより Vol.63議会だより Vol.63



歳入全般

総務費

民生費

土木費

委員会における 審査報告 ～議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

予算決算常任委員会
決算関係

議　員

子ども医療の拡充が平成２８年度の８月から行われた
が、平成２９年度の決算額は前年度よりも少ない。さら
なる拡充についての考えは。

平成２９年度の全額助成対象者が前年度よりも減少してい
た。今後については、さまざまな子育て支援策や財政バラン
スを意識して、持続可能な施策として研究していく。

市民健康部

議　員

市税の不納欠損の状況や主な要因は。

財務部

不納欠損額の約９割は、個人市民税と固定資産税である。個人
市民税については、外国人などが、帰国してしまい、徴収する
ことができない場合などがある。

天保橋(鍜治ケ一色)再築工事について、北名古屋市側は
完成しているように見受けられるが、岩倉市側は完成
していない。いつ開通するのか。

議　員
建設部

岩倉市の工事は９月に着手し、来年２月竣工予定と聞いている。

議　員

福祉部

育成医療費や、障害者地域生活支援事業の日常生活用具給付費な
ど今後の検討課題としていく。

育成療養費の人工内耳の助成について、１８歳未満が対
象で、手術費までとなっているが、術後のメンテナンス
や電池代などにもお金がかかるため、助成の拡大につい
ての考えは。

議　員

防災環境部

市内バス事業について、利用者数が前年比較でマイナ
ス1.02%となっているが。

大きな要因として、天候によるところが大きい。雨の日は、晴
天の日と比較すると１日当たり200～400人ほど多くなる。平
成２８年度よりも平成２９年度は晴れた日が７日ほど多かった
ため、約2,000人ほど利用者が減ったと考えられる。

衛生費

教育費

後期高齢者医療特別会計

補正予算関係
一般会計補正予算（第２号）

議　員

保険料を支払えない滞納者が増えている。滞納者に対す
る支払いの緩和や負担の軽減についての考えは。

滞納者全てが低所得者というわけではないが、短期保険証の
発行や納税を勧奨するなどで対応していく。

市民健康部

議　員

健康診査事業について、胃がん検診の検査方法として、内
視鏡検査を待ち望んでいる市民は多い。今後については。

市民健康部

内視鏡検診については、愛知県内で１７市が実施している。
市内の医療機関で実施可能か調査中であり、今後実施に向け
て検討していく。

マイナンバーカードを利用してのコンビニ交付システ
ム構築事業について、マイナンバーカードの交付率
は。また設備投資をするのか。

議　員
市民健康部

マイナンバーカードの交付率は、８月１日現在で８．１％であ
る。コンビニ等で住民票の写しや戸籍謄本等を取得できることは
市民の利便性の向上が大きいと考えるため、事業を進めていく。

議　員

教育部

パソコン教室では、基本的な操作や、情報モラルなどを教えてい
る。また各教室の授業では、デジタル教材などを使用して教科書
を見るだけでなく、音や動きを感じてもらう。プログラミング教
育は今後の必修化に向け教師も研究中である。

ＩＴ教育支援事業について、授業での活用方法や現場の
状況は。また今後プログラミング授業が必修となるが。

議　員

防災環境部

地球温暖化対策事業として、太陽光発電や家庭用エネ
ルギーシステムＨＥＭＳなどの設置補助を行っている
が、状況や今後については。

平成２９年度の申請は１５６件であり、前年度の１．４倍の申
請があった。例年９月頃に予算額に達し、市民の関心の高さが
伺える。補助基準は愛知県と連携しており、愛知県の動向をみ
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　本会議・委員会開催日（P２０定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレ
ベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議
開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場

委員会における 審査・調査報告 ～主な議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

子育て世代包括支援センター（母子保健型）の活動内容について

市内小中学校における熱中症事故の防止対策について

議　員

妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援ができると
あるが、その体制を評価するにあたり、今後どのよう
な指標または数値に着目すれば良いか。

市民健康部

センターでの子育て相談の利用率、各乳幼児健診のアンケー
トの評価、産前産後における保健師等のケアの満足度評価、
妊産婦の問題解決の評価等がある。

所管事務調査として、「子育て世代包括支援センター（母子保健型）の活動内容について」
「市内小中学校における熱中症事故の防止対策について」「有料老人ホームの虐待報道につ
いて」を調査しました。
※所管事務調査とは、委員会がその部門に属する市の事務について調査することです。

福祉教育常任委員会

清水委員桂川委員長瀬委員黒川委員浅利副委員長猶木委員長 川渕委員

議　員

教育部

7月中旬からの猛暑を受け、各団体に事業等の延期や中止を促す
と共に、万全を期すよう文書を出した。指導者への指導等も検討
してまいりたい。

スポーツ少年団等の指導者や各クラブの監督、コーチ
等、子どもたちに携わる人を集め、熱中症に関する指
導をしていく考えは。

議　員

教育部

暑さ指数測定器について、具体的にいつ、どこで、誰
が測定しているのか。

各学校の多くは、養護教諭が１５分放課や昼放課、部活動の
始まる前等に、屋内と屋外で測定している。

議案第65号　北名古屋市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の
　　　　　　一部改正について

議　員
建設部

メインとなる大中企業立地ゾーンについて試算するとピーク時に
年間２億９千万円の増加となる。

工業地域に変えることで税収入はどの程度増えると試
算しているか。

議　員

建設部

沖村西部地区の建築物の用途制限について、幼稚園は
建てられないが幼保連携型認定こども園は建てられる
のか。

教育施設はできないが、福祉施設は建てられる。

建設常任委員会

梅村委員 熊澤委員齊藤委員上野委員大野委員井上副委員長沢田委員長
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委員会における調査報告
～主な質疑内容を紹介します。～

議会運営委員会視察

※所管事務調査とは、委員会がその部門に属する市の事務について調査することです。
名古屋芸術大学との連携について

総務部

議　員

市の様々な部署が、それぞれの事業で連携している
が、それを一元化することについてどう考えるか。

連携は部署ごとに多岐にわたっているが、集約する場
所として、情報・意見交換会を実施している。

総務部

議　員

今後大学がより開かれたものになるため、市との連
携をより深めるために、市として何か考えているこ
とは。

市民の方に大学をよく知ってもらうことが大切。そのた
め、市民が参加できる大学イベントなどの周知に協力を
していく。

渡邉麻衣子委員 福岡委員阿部委員渡邊幸子委員永津委員間宮副委員長神田委員長

総務常任委員会

所管事務調査として、平成20年に協定を締結してから、現在も行われている
「名古屋芸術大学との連携について」を調査しました。

　議会運営委員会は７月１０・１１日に岩手
県久慈市を訪問し、『議会の災害対応とＩＣ
Ｔの活用』及び『市民との意見交換【かだっ
て会議】等について』をテーマに議会運営等
について視察研修を行いました。
　久慈市では、東日本大震災の教訓を生かし
て「市議会災害対応マニュアル」を策定しま
した。基準とする災害の定義、災害情報の一
元化・共有化などを定め、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した災害時の体制を構築さ
れました。平成２８年の台風１０号の際には、マニュアルに基づいた行動が、見事に
機能したとのことでした。タブレット端末による安否確認、議員や市当局の情報収
集・共有を行っていました。市民との意見交換については、議会報告会を行っても参
加者の減少や偏りなど本市議会と同様の課題を感じていたが、テーマや参加者を特定
するなどの工夫をされていました。

 『かだって会議』は、カフェのようなオー
プンでリラックスした雰囲気の中、４～５人
のグループをつくり、メンバーの組み合わせ
を変えながら、各テーブルで議員がファシリ
テーターとなって開催され、現在は『ギカイ
と語ろうしゃべり場』として、開催されてい
ます。
　本市議会が検討中の課題もあり、今後の取
り組みとして、非常に参考となる内容でし
た。

表紙紹介
生沼　好一朗さん(名古屋芸術大学４年)

作者本人イラスト

　この作品は、「田んぼアート」というテー
マで名古屋芸術大学の学生さんに描いていた
だきました。

インターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索
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委員会における調査報告
～主な質疑内容を紹介します。～

議会運営委員会視察

※所管事務調査とは、委員会がその部門に属する市の事務について調査することです。
名古屋芸術大学との連携について

総務部

議　員

市の様々な部署が、それぞれの事業で連携している
が、それを一元化することについてどう考えるか。

連携は部署ごとに多岐にわたっているが、集約する場
所として、情報・意見交換会を実施している。

総務部

議　員

今後大学がより開かれたものになるため、市との連
携をより深めるために、市として何か考えているこ
とは。

市民の方に大学をよく知ってもらうことが大切。そのた
め、市民が参加できる大学イベントなどの周知に協力を
していく。

渡邉麻衣子委員 福岡委員阿部委員渡邊幸子委員永津委員間宮副委員長神田委員長

総務常任委員会

所管事務調査として、平成20年に協定を締結してから、現在も行われている
「名古屋芸術大学との連携について」を調査しました。

　議会運営委員会は７月１０・１１日に岩手
県久慈市を訪問し、『議会の災害対応とＩＣ
Ｔの活用』及び『市民との意見交換【かだっ
て会議】等について』をテーマに議会運営等
について視察研修を行いました。
　久慈市では、東日本大震災の教訓を生かし
て「市議会災害対応マニュアル」を策定しま
した。基準とする災害の定義、災害情報の一
元化・共有化などを定め、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した災害時の体制を構築さ
れました。平成２８年の台風１０号の際には、マニュアルに基づいた行動が、見事に
機能したとのことでした。タブレット端末による安否確認、議員や市当局の情報収
集・共有を行っていました。市民との意見交換については、議会報告会を行っても参
加者の減少や偏りなど本市議会と同様の課題を感じていたが、テーマや参加者を特定
するなどの工夫をされていました。

 『かだって会議』は、カフェのようなオー
プンでリラックスした雰囲気の中、４～５人
のグループをつくり、メンバーの組み合わせ
を変えながら、各テーブルで議員がファシリ
テーターとなって開催され、現在は『ギカイ
と語ろうしゃべり場』として、開催されてい
ます。
　本市議会が検討中の課題もあり、今後の取
り組みとして、非常に参考となる内容でし
た。

表紙紹介
生沼　好一朗さん(名古屋芸術大学４年)

作者本人イラスト

　この作品は、「田んぼアート」というテー
マで名古屋芸術大学の学生さんに描いていた
だきました。

インターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
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編 集 後 記

平成３０年 第4回定例会の予定

【請願書・陳情書の
提出について】
第４回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、１１月２２日(
木)の午後５時 (予
定 ) で す 。 詳しく
は、議会事務局まで
お問い合わせくださ
い。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

１２月　４日（火）

１２月１２日（水）

１２月１３日（木）

１２月１４日（金）

１２月１７日（月）

１２月１８日（火）

１２月１９日（水）

１２月２０日（木）

１２月２６日（水）

≪皆さんの声をお聞かせください≫

　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

　今回の議会だよりは、市議会ってどんなところ？という特集ページを掲載いたし
ました。我々第４期市議会議員の任期もまだ半年が過ぎたところですが、市民の皆
様に市議会について知っていただくと共に、我々自身も市議会議員として何をすべ
きかを考えながら記事を作成いたしました。これからも開かれた市議会の推進を知
っていただく努力を重ねてまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。
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